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 岩手県では、平成 24年度から小中学部を設置するすべての県立特別支援学校において交流及び共同 

学習を進めています。居住する地域の小中学校に副次的な籍である「交流籍」を置いて居住地校交流を 

行うものです。本校小学部では今年度、児童数の 65％の 43名の交流希望者がありました。同じく本校 

中学部では、生徒数の 26％の 11名の交流希望者があり実施をしているところです。 

  交流及び共同学習は、同じ地域に住む子どもたちとの活動を通して、児童生徒を知っていただいたり理 

解を深めていただいたりするよい機会です。また、新たな出会いや発見も期待できます。今後も、交流 

籍を活用した交流及び共同学習について、 

保護者の皆様のご理解とご協力をお願いい 

たします。 

 

【今年度の交流の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

※写真と児童生徒・保護者の感想は、関連するものではありません。 

 

 

 

 

 

 小学部（R5） 中学部（R5） 

希望者数 43名（児童数 66名） 11名（生徒数 42名） 

実施地域 
盛岡市、滝沢市、 

八幡平市、雫石町 

盛岡市,滝沢市、 

八幡平市、雫石町 

  
 

 

  

交流及び共同学習 
 

保護者の感想（小学部）：学区内の学校と一緒に交流

ができ、楽しく活動ができて本人も親も良かったで

す。明るく元気に迎えてくれた交流、来年も楽しみ

にしています。ありがとうございました。 

 

保護者の感想（中学部）：一年ぶりに会うお友達と

の学習はとてもいい刺激になり、楽しく過ごせたよ

うです。誰と一緒に遊んだかなど、たくさん伝えて

くれました。 

児童の感想（小学部）：輪投げとだるまさんが転んだ
とボッチャをしました。輪投げが一番楽しかったで
す。輪を投げたらペットボトルに入りました。友達
が応援してくれました。楽しかったです。 

生徒の感想（中学部）：ブローチがきれいにできて

よかったです。写真を一緒に撮ってうれしかったで

す。家に飾りたいです。 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

二戸分教室 
 

奥中山校 
 

奥中山校のマスコットは「たけのこ」！ 

30 周年記念で作成され、10 年以上引き継がれています。 

 11 月９日(木)に小学部全員

で二戸市シビックセンターに

出かけてきました。サイエン

スショーや光るスライム作り

などをとおして科学の不思議

をたっぷり感じてきました。 

 11 月６(月)～17 日(金)に中学部校内実習を行いました。17

日(金)には実習で製作した製品を保護者の皆さんに販売しま

した。ステキな製品ができあがり販売にも熱が入りました。 

まつぼっくりに色を塗って、ツリーやボールリースを 

作りました。木工班では焼板コースターにも挑戦！ 


